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研究成果の概要（和文）：日本に侵入したアルゼンチンアリの4つのスーパーコロニーにおいて行動実験を行ったとこ
ろ、コロニーJMとKBは他コロニーのワーカーに対して集団で攻撃する一方、KCは攻撃を避けるものの採餌活動がより高
かった。KAは攻撃性も採餌活動も低く、コロニーレベルでの行動特性の違いが明らかになった。
原産地アルゼンチンで本種を採集し分子遺伝解析を行った結果、4つのクレードに分けられた。1.世界中に分布するJM
とKB、各地個体群、2.KCと東部地域、アンデス地域、3.東部地域、4.東京都コロニーであった。地理的遺伝構造はなく
、原産地でもパラナ川での交易や鉄道の発達に伴う分布拡大が繰り返されたと考えられる。

研究成果の概要（英文）：We examined the behavioral traits among the four supercolonies introduced into 
Japan. Each L. humile supercolony demonstrated different behavioral traits: JM and KB exhibited strong 
aggressiveness toward a foreign worker, whereas KC avoided a foreign worker but exhibited more foraging 
activity than the others. The KA supercolony infrequently attacked a foreign worker and explored food.
We analyzed mitochondrial DNA of L. humile workers from native Argentina populations. Sequencing revealed 
the six clades: the first clade included JM, KB, and the populations collected across Argentina; second, 
KC, the eastern region and Sndes region; third, only the eastern region; fourth, Tokyo colony. 
Geographically genetic structure was not detected and thus the species have been expanding associated 
with the development of the trade along Palana River and railways.

研究分野：進化生態学

キーワード： 外来種

  ２版
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１．研究開始当初の背景 
外来種アルゼンチンアリは、南米原産で、
世界中に広く侵入・定着している。侵入地
では、在来種の減少などの生態系影響や農
作物や人への被害が報告されており(Holwa
y 1999)、国際自然保護連合の侵略的外来種
ワースト 100に選定されている。アルゼン
チンアリは、多女王制で、多数の巣がネッ
トワークで繋がる「スーパーコロニー」と
いう社会構造をもち、この性質が本種の侵
略性に寄与していると考えられている。侵
入地のスーパーコロニーは巨大であり、数
百 km に及び優占して分布する。この主要
なスーパーコロニーは、各侵入地で同一の
ミトコンドリア DNA 遺伝子型を持ってお
り (Inoue et al. 2013)、互いに敵対性を示さ
ず(Sunamura et al. 2009)、巣仲間認識とし
て用いられる体表炭化水素の組成も類似し
ている(Brandt et al. 2009)。一方、複数の小
規模なスーパーコロニーが局所分布してお
り、日本には、巨大スーパーコロニーと小
規模スーパーコロニーの合計 5 つが侵入、
スーパーコロニー間で敵対し、異なる遺伝
子型を持っている(Inoue et al. 2013)。 
これまで申請者は、神戸市に側所分布す
る 4 つのスーパーコロニー間において、繁
殖虫の季節消長をはじめ、集団攻撃性、逃
避行動、採餌パターンなどに違いがあるこ
とを明らかにしてきた。 
近年、「個体群内の行動特性の違い (anima

l personality)」が注目されている(Wolf et a
l. 2012)。パーソナリティとは、異なる環境
や時間を経ても持続する、各個体がもつ行
動の違いをいい、外来種では、侵入・定着
の成功に寄与する行動特性（例えば、活動
的、攻撃的、大胆さなど）を持つ個体が有
利であることが知られている。 
 
２．研究の目的 
本研究は、外来種アルゼンチンアリの原産
地および侵入地におけるスーパーコロニー
のパーソナリティ特性を明らかにし、スーパ
ーコロニーの進化と維持機構における従来
のボトルネック効果説および正の頻度依存
淘汰説の対立仮説として、行動シンドローム
が侵入者としての成功に寄与する「コロニ
ー・パーソナリティ特性説」を検証し、アル
ゼンチンアリの巨大スーパーコロニーの進
化機構の解明を目的とする。 
 
３．研究の方法 
(1) コロニーの採集と飼育 
アルゼンチンアリは、兵庫県神戸市に分布す
る 4つのスーパーコロニー（JM、KA、KB、KC）
から巣を採集する。採集した巣は実験室内に
持ち帰り、砂糖水と冷凍コオロギを与え飼育
した。なお採集および飼育は、飼養等許可証
を取得して行った。 
 
(2) 在来アリへの攻撃性 

集団レベルにおける在来種への攻撃性を明
らかにするため、東京農工大学の敷地からア
ミメアリを採集し、アルゼンチンアリ 10 個
体を入れた容器にアミメアリ1個体を導入し
敵対性レベルを調べた。 
 
(3) 原産地アルゼンチンにおけるアルゼン
チンアリの採集と敵対性試験 
原産地アルゼンチン東部において、アルゼン
チンアリの採集と 5 分あるいは 10 分間の敵
対性試験を実施した。 
 
(4) 原産地におけるアルゼンチンアリの地
理的遺伝構造 
侵入個体群の由来を明らかにするため、アル
ゼンチン国内で採集したサンプルを用いて
ミトコンドリアDNAを用いた分子遺伝解析を
行った。 
 
４．研究成果 
(1) 在来アリへの攻撃性 
アミメアリへのスーパーコロニー間での攻
撃性レベルには有意差がなく、アミメアリは
攻撃されるものの支障はなかった。一方、同
時に攻撃した個体数は、KAが有意に他種への
攻撃個体数が少なく、スーパーコロニー間で
有意差があった。 
 
(2) 原産地アルゼンチンにおけるアルゼン
チンアリのコロニー間の敵対行動 
2013 年にアルゼンチン東部地域ブエノスア
イレス市内および郊外の 3 地点および Entre 
Rios 州 3 都市で採集を行い、現地で敵対性試
験を実施した。その結果、13 の敵対性コロニ
ーを採集することができた。これらのサンプ
ルに加え、共同研究者 Dr. Carolina Paris
から提供されたアンデス地方のサンプルを
用いて、分子遺伝解析を行った結果、ブエノ
スアイレスおよび Entre Rios 州 1 都市の個
体群が、世界中に広く分布する JM と同じハ
プロタイプを有していることが明らかにな
った。一方、アンデス地域の個体群は、侵入
地における小規模スーパーコロニーと同じ
クレードに属することが分かった。 
 これを受けてコロニー間の行動特性を明
らかにするため、2015 年にアルゼンチンにお
いてブエノスアイレスで 15 コロニーを採集
し行動実験を行ったところ、全て侵入個体群
と敵対した。 
 
(3) 原産地におけるアルゼンチンアリの地
理的遺伝構造 
(2)での解析に加え、約 90 コロニーの分子遺
伝解析を実施した。その結果、4 つのクレー
ドに分けられた。1. 世界中に分布する JM と
KB、アルゼンチン各地個体群、2. KC とアル
ゼンチン東部地域、アンデス地域、3. アル
ゼンチン東部地域、4. 東京都コロニーであ
った。地理的遺伝構造はなく、原産地でもパ
ラナ川での交易や鉄道の発達に伴う分布拡



大が繰り返されたと考えられる。 
 
(4) 原産地におけるアルゼンチンアリの生
態特性 
侵入地である日本では、体サイズが重複する
在来種とは競争排除の関係にあり、アルゼン
チンアリが侵入した地域ではそれらの個体
数が大きく減少することが知られている。一
方、原産地ではアルゼンチンアリと Pheidole
の 1 種が同所的に分布するなど、他種との排
他関係がみられなかった。このことから、コ
ロニー間闘争が種内密度効果として働き、コ
ロニー境界付近で他種アリが分布できてい
る可能性が示唆された。 
 敵対性試験と分子遺伝解析の結果から、敵
対行動と遺伝型が一致しないことが分かっ
た。侵入地では、敵対性スーパーコロニーが
それぞれ異なるハプロタイプを有し、スーパ
ーコロニー内では遺伝的に均一である。しか
し原産地では異なるハプロタイプを有する
コロニー同士が敵対性を示さないことが観
察された。さらに、敵対性試験では全く敵対
行動を示さなかったが、同一容器で飼育する
と互いに攻撃し合いコロニーが崩壊する例
も観察された。これにより、原産地ではアル
ゼンチンアリの社会構造もより複雑である
可能性が示唆された。 
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